さて、 わるもの は、 三 どめに、 やぎのお うちの 戸口 

に 立って、 とんとん、 戸 をた たいて、 こういい ました。 

「さあ こどもた ちゃ、 あけて おくれ、 おかあさん がか 

えって 来たの だよ、 おまえた ちめいめ いに、 森で いい 

もの をみ つけて 来たの だよ ご 

子 やぎた ち は、 声 を そろえて、 

「さきに 足 をお みせ、 うちのお かあさん だか どう だか、 

みて やる から ご 

そうい われて、 おおかみ は、 前足 を 窓に のせました。 

こども やぎが それ を 見ます と、 白かった ので、 おおか 

みのい うこと を、 すっかり ほんとうにして、 一 LL を あけ 



めて、 末っ子 やぎと いっしょに、 そとへ 出ました。 原つ 

ばまで くると、 おおかみ は、 やはり 木の かげに ながな 

がと ねそべって、 それ こそ 木の 枝 も 葉 も、 ぶるぶる ふ 

る い 動く ほどの 高い びき を 立てて いました。 

ところで、 おかあさん やぎが、 おおかみの ようす を 

遠くから よく 見ます と、 その ふくれ かえった おなかの 

中で、 なに かも そ も そ 動いて いるの がわ かりました。 

「まあ、 ありがたい、 おおかみの やつ、 うちの こども 

-? つまん 

たち を、 お 夕飯に して、 うのみに のみこんだ まま だか 

ら、 みんなき つとま だ 生きて いるの だよ ご 

こうお もって、 おかあさん やぎ は、 さっそく、 うち 



ずって 来ました。 そうして、 それ を、 おおかみ のおな 

かに、 つまる だけつめ こみました。 すると、 おか あさ 

ん やぎが、 あとから、 ちょつ ちょっと、 手ば しこく、 

もとの ようにぬ いっけて しまいました。 それが いかに 

も 早かった ので、 おおかみが まるで 気がつか ないし、 

ご そりと もしない まに すんで しまいました。 

おおかみ は、 やっとの こと、 寝たい だけ 寝て、 立ち 

あがりました。 なにしろ、 ^ 袋の なか は 石が いっぱい 

で、 のどが からからに かわいて たまらな いので、 ふき 

井戸のと ころへ 行って、 水 をのもうと しました。 とこ 

ろが、 からだ を 動かし かけます と、 おなかの 中で、 ご 



ろた 石が ぶっかり あって、 がらがら、 ごろごろ、 いい 

ました。 

がらがら、 ごろごろ、 なにが なる 

そり やど こで なる、 腹で なる。 

六ぴき - J やぎの なく - J え か、 

こり や、 そうじゃない、 ごろた 石、 

おおかみ は、 こううた いました。 

さて、 やっと こすつ とこ、 ふき 井戸の 所まで 来て、 

水の 上に かがもう とすると、 おなかの 石のお もみに 引 
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